
 

 
 

様々な場面で輝く両中生 

校長  杉浦 伸一 

「感動の両中祭【舞台部門】10月 25日(土)」 

時季外れの感染症の流行に悩まされ、練習や準備に影響を受け、欠席者もある状況の中で当日を迎えましたが、午前

の合唱コンクールは、クラスの雰囲気、個性、一生懸命さなど、聞き手を十分感動させることのできるすばらしい合唱

でした。特に、クラスの仲間が欠けた分まで必死に声を奏でるクラス全体の想いが伝わり胸がいっぱいになりました。

また、どのクラスも、当日に最高の合唱を作り上げる集中力にも感心しました。講評でも述べられていましたが入退場

を始め合唱のマナーや姿勢が今年はとてもよかったと思います。私も審査員の一人でしたが、合唱態度・マナー等の項

目で差がついたクラスは一つもありませんでした。このことは、当日だけしっかりやるのではなく、日頃から精一杯練

習や日々の授業に集中し、明るく学校生活を送っているからこそ成せることで、そうした素直で真面目な両中の生徒を

誇りに思う一日でもありました。御指導いただきました音楽科の近藤・村田先生に感謝申し上げます。 

墨田区中学生海外派遣を経験した藤田・西脇さんが将来行ってみたくなるような海外派遣報告をしてくれました。 

トリを務めた吹奏楽部の演奏は、昨年度の盛り上がりとは異なり、様々な行事から２年生にバトンを受け渡す３年生

が新たな進路に向け、受験を支援、サポートいただく３年生の先生方を交えてのコラボ演奏は、今までにない演出効果

で会場が一つになって最高に楽しめました。 

18日に区連合学芸会で最優秀賞を受賞し、都大会出場校となった演劇部の発表は、諸事情により出来ませんでした

が、戦後 80年の今、戦時中の墨田区の実話がもとになっており、平和教育として生徒の皆さんはもとより、保護者・

地域の方々にも観賞、考えていただきたい演目ですので、年内に公開授業で鑑賞の時間を設定したいと考えています。

「健康ウォークラリー【11月３日(月)】」 

毎年、文化の日に両中地区青少年育成委員会主催の健康ウォークラリーに、今年は陸上部、ボランティア部、演劇

部、女子バレー部、アート部の有志 18名が運営ボランティアとして参加してくれました。両中地区の親子約 120名の

親子が参加して、両国小学校を出発して、途中コミ拾いをしながら綠小→二葉小→外出小とサイコロゲーム、輪投げ、

ストラックアウトなどのゲームをしながら両国中学校のゴール（約 4.2キロ）を歩きました。両中生は各ゲームの運営

や街の歩道歩く参加者の安全指導を任され、幼児や小学生に優しく接してボランティア活動を自らも楽しんでいまし

た。育成委員会の方々も多くの生徒の協力で運営がスムーズにいったと感謝されました。 

「教師・保護者・地域の信頼関係と支援」    

このように生徒は保護者・教師・地域の皆さんに支えられ

ながら、様々な場面で、自ら進んで活動し考え、生徒同士で

切磋琢磨し、一つ一つ経験を重ねることで成長を遂げます。 

現在、文部科学省が提唱する新しい学力観の柱の一つ「学

びに向かう力・人間性等」とは、社会や世界と関わり、より良    サイコロゲーム【綠小】    輪投げ【二葉小】 

い人生を送るために必要な資質・能力を指します。この力を育てるには、好奇心、協調

性、がんばる力や、主体的に学習に取り組む態度、自己の感情や行動を統制する能力を高

めることが大切だと言われています。もちろん、日々の学校生活における教科の学習で育

むものですが、行事や地

域活動、部活動など教科

以外の実践的な活動は、   ｽﾄﾗｯｸｱｳﾄ【外出小】 

教師を含めた保護者・地域・関係機関の大人の

支援によって、生徒の学ぶ意欲、人間性を育て

る効果的な教育の一つと考えます。今後も保護

令和７年度 健康ウォークラリー運営スタッフ【両国小】 者・地域の方々のお力をお貸しください。 
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●●● 墨田区連合学芸会 ●●● 
今年の夏休みは脚本決めに難航したが、8 月の終わりにようやく部員の納得する作品 

と出会った。それが郷原玲氏の高校演劇脚本『話半分』であった。上演許可を得るため 

の作者とのやりとりの中で、題材が墨田区の電話交換局の話であることを知った部員た 

ちは、早速参考資料である早乙女勝本氏の『死んでもブレストを』を読み、戦争のむご 

たらしさをあれこれと想像し、当事者の気持ちに寄り添おうと心を動かした。そしてみ 

んなで創り上げた脚本が『その日、少女たちは～墨田区石原四丁目の話～』である。墨 

田区連合学芸会では区の代表校に選ばれ、東京都の中学生にも「私たちにできること」 

を示したいと意気込んでいる。（文責 山中） 

  
 
 
 
 
 

 

●●● 墨田区連合音楽会 ●●● 
10 月 23 日（木）、すみだトリフォニーホールにて連合音楽会が開催されました。 

吹奏楽部員 35 名が参加し、夏のコンクールで演奏した「西遊記～天竺への道～」と 

「あいみょんメドレー」を演奏しました。今まで練習した成果を存分に発揮し、楽し 

みながら演奏できたことは大変良い経験となりました。（文責 近藤） 

●●● 両中祭 ●●● 
10 月 25 日(土)に両中祭舞台部門が行われました。10 月 14 日（火）の後期始業 

式から、各クラスでは放課後の合唱練習が 2 週間毎日 1 時間行われました。各学年、 

学級ともにより良い合唱を目指して日々熱心に練習に取り組んでいました。その結果、 

当日は高い完成度の合唱を披露することができました。また、海外派遣、吹奏楽部に 

ついても、本番に向けて一生懸命準備してきた成果を発揮してくれました。そして、 

この両中祭を支えてくれたのは、実行委員をはじめ、審査員、放送委員、書道部、ア 

ート部など様々な生徒の多くの生徒の頑張りでした。様々な場面で生徒が主体となっ 

て活躍し、「生徒自らが創り上げる学校」を実践できた両中祭舞台部門でした。参観 

に来ていただいた保護者の皆様方、どうもありがとうございました。（文責 瀬倉） 
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